
紹

介

　
　
働
画
嚢
親
王
行
儀

　
本
書
は
去
る
満
濃
三
十
｝
年
有
栖
川
宮
家
よ
り
刊
行
さ
れ
た
熾

仁
親
王
行
實
が
事
忌
の
考
謹
を
先
恥
こ
し
資
料
の
全
文
を
引
抄
し
て

あ
る
が
爲
め
に
一
門
史
家
の
参
考
に
供
す
る
に
足
る
も
幅
般
世
人

の
闘
讃
に
便
で
な
い
爲
め
、
同
宮
家
の
祀
を
鰹
が
せ
ら
れ
九
高
松

宮
家
に
於
て
夫
れ
を
通
俗
三
惑
を
旨
ε
す
る
編
述
に
改
め
ん
ε
せ

ら
れ
て
李
山
威
信
、
杉
榮
三
郎
二
三
を
顧
問
ミ
し
久
保
得
二
、
芝

葛
盛
、
布
施
秀
治
、
武
田
勝
論
の
四
三
を
編
修
ミ
し
て
昭
和
二
年

二
月
よ
り
編
修
に
着
手
し
本
年
八
月
に
至
っ
て
完
成
し
た
か
ら
直

ち
に
腐
鎖
し
て
世
に
礁
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
編
修
の
本
旨
は
概
ね

葱
行
實
に
漁
嘱
し
て
あ
る
が
、
新
た
に
諸
方
面
よ
り
從
前
殆
ん
，
ご

逡
却
さ
れ
た
文
書
類
を
探
録
し
、
叉
親
王
に
陪
侍
し
た
諸
人
の
談

話
を
も
聴
取
し
、
…
幾
多
の
新
資
料
を
加
へ
τ
適
薬
目
を
｝
新
し
て

あ
る
。
其
の
内
容
は
、
御
幼
年
時
代
、
御
成
年
時
代
、
擾
夷
建
白

ミ
公
武
合
膿
の
経
過
、
擾
長
湯
周
奉
答
並
に
朔
参
．
停
止
、
大
政
復

　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

古
鼎
こ
総
裁
、
東
征
大
総
督
並
に
東
下
，
東
京
御
移
後
、
鵜
岡
藩
知

事
、
御
東
蹄
、
元
老
院
議
長
叢
に
議
定
宜
、
由
陵
親
祭
供
奉
、
西

南
の
攣
ミ
征
討
纏
督
、
陸
軍
大
潮
象
議
長
，
左
大
臣
蒙
任
、
東
北

巡
幸
供
奉
、
憲
法
制
定
の
御
翼
賛
、
露
國
皇
室
御
訪
問
，
鰍
米
唇
國

　
即
御
巡
游
、
御
宮
朝
後
の
三
年
間
、
参
謀
本
部
長
ε
逝
箭
都
督
、
参

謀
総
長
兼
任
，
神
宮
祭
主
兼
任
鴇
明
治
二
十
七
八
年
三
役
ざ
大
本

螢
出
仕
，
舞
子
御
静
養
ε
箆
去
、
御
性
行
の
唖
斑
、
學
問
技
藝
の

御
造
誰
、
嗜
蜂
こ
遊
戯
の
御
事
さ
も
、
御
秩
事
、
妃
貞
．
子
略
歴
、

妃
董
予
略
歴
の
章
を
立
て
・
親
王
が
幕
末
よ
の
明
治
に
亙
り
庶
政

に
滲
雷
し
皇
談
を
輔
翼
せ
ら
れ
た
赫
々
た
る
御
偉
勲
並
に
崇
高
醇

檸
何
回
も
謄
仰
せ
ざ
る
な
き
御
徳
行
等
を
詳
細
且
つ
軍
易
に
叙
述

し
附
す
る
に
有
栖
川
宮
略
系
鰯
、
熾
仁
親
王
略
年
譜
、
各
國
動
章

受
領
表
を
以
て
し
、
叉
各
所
に
撒
門
葉
の
窮
竣
が
挿
入
し
て
あ
る
。

熾
仁
親
王
印
譜
は
之
を
別
醗
ε
し
、
和
装
紙
撒
九
十
九
枚
の
内
に

王
が
日
常
用
ひ
ら
熟
た
冬
種
の
御
印
章
が
牧
め
て
あ
る
。
（
菊
版
上

下
三
訂
、
合
計
尺
九
四
頁
、
高
松
宮
御
浜
町
）
〔
松
野
〕

　
　
働
明
治
維
新
史
研
究
　
　
・
　
　
　
史
愛
心
編

　
永
い
要
望
の
中
に
あ
っ
た
本
書
が
新
装
を
凝
ら
し
て
提
海
さ
れ

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
一
號
　
　
一
二
七
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紹
　
　
　
介

た
。
大
家
新
莚
二
十
七
氏
が
各
々
そ
の
蕩
蓄
を
傾
け
て
融
堂
に
會

し
た
姿
は
、
入
々
の
期
待
を
裏
切
ら
ぬ
肚
槻
で
あ
る
。
難
中
歴
史

上
の
誇
り
で
あ
る
明
治
光
輝
の
意
義
過
程
が
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら

論
ぜ
ら
れ
て
諜
く
せ
り
の
観
が
あ
る
。
通
讃
後
の
｝
感
想
ご
し
て

維
新
史
は
三
上
博
士
が
序
丈
に
お
い
て
指
示
さ
る
・
如
く
、
今
日

は
何
等
の
制
肘
さ
る
・
事
な
く
畢
問
封
象
こ
な
り
得
て
、
又
特
殊

む
事
情
か
ら
諸
方
面
の
彫
心
を
ひ
い
て
流
行
の
も
の
ぐ
」
な
っ
て
居

る
。
然
し
こ
の
事
は
同
時
に
誓
約
的
に
正
し
く
認
識
さ
れ
始
め
た

事
を
意
味
し
な
い
。
此
等
の
賦
払
を
通
讃
し
て
或
る
複
灘
さ
に
つ

い
て
不
思
議
な
印
象
を
受
け
る
の
も
、
封
象
に
お
い
て
轡
化
あ
る

の
み
で
な
く
取
扱
ふ
精
紳
に
多
く
異
に
す
ろ
所
あ
る
に
よ
る
の
で

あ
ら
う
。
こ
れ
は
ま
た
現
代
に
お
け
る
維
新
史
研
究
に
つ
い
て
の

混
沌
の
姿
を
示
し
て
み
る
。
然
し
梢
ε
も
す
れ
ば
回
想
録
的
に
あ

り
勝
ち
な
こ
の
階
代
に
つ
い
て
、
総
て
に
科
墨
的
態
度
を
求
め
る

の
は
不
可
能
で
あ
ら
う
ρ
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
、
に
提
禺
さ

れ
た
事
蟹
の
閾
明
が
や
が
て
行
は
る
べ
き
維
新
史
研
究
の
手
だ
て

S
な
る
事
を
も
つ
て
満
足
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
編
者
の
意
も
亦
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ネ
　
リ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

・
に
あ
る
如
く
思
は
れ
る
。
さ
う
し
て
「
今
臼
に
お
い
て
」
（
圏
熱

　
　
　
　
　
　
　
纂
十
五
巷
　
第
一
號
　
　
一
二
入

編
者
に
よ
る
）
求
め
ら
る
・
最
高
の
も
の
ミ
し
て
、
現
今
の
維
漸

安
研
究
の
記
念
ミ
し
て
比
類
な
き
償
値
を
持
つ
。
爾
諸
編
が
正
し

く
整
序
さ
れ
て
綜
合
的
理
解
に
便
な
ら
し
め
た
編
者
の
意
企
を
多

ε
し
て
、
維
新
変
研
究
家
に
推
薦
す
る
。
（
菊
版
八
五
二
頁
、
三
．

八
○
、
富
山
房
獲
行
）
〔
藤
〕

　
　
囎
近
江
奈
良
朝
の
漢
交
學

　
本
書
は
故
岡
田
正
之
博
士
が
大
正
九
年
に
｛
果
聡
智
國
大
墨
へ
提

娼
さ
れ
た
順
位
論
文
で
、
本
年
七
月
二
十
八
日
同
博
士
の
三
週
忌

辰
に
當
り
、
遣
族
友
人
及
び
門
生
が
相
学
っ
て
記
念
ミ
し
て
東
洋

文
庫
論
叢
第
十
ミ
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
．
る
。
博
士
は
支
那

徳
來
の
漢
丈
學
が
我
國
民
の
性
猜
志
氣
に
與
へ
た
影
響
は
頗
る
著

大
に
し
て
更
に
飛
型
に
生
れ
た
漢
文
學
が
我
が
國
民
思
想
の
上
に

，
一
殺
の
切
要
な
る
感
化
を
及
ほ
．
し
た
も
の
で
あ
る
に
も
拘
は
ら
す

世
人
は
動
も
す
れ
ば
」
我
邦
に
生
れ
た
漢
文
墨
を
我
が
國
文
學
史
上

よ
り
疏
外
せ
ん
ミ
す
る
は
我
が
肌
先
の
苦
心
を
浸
押
す
る
も
の
で

あ
り
我
が
國
文
墨
の
範
園
を
狭
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
其
の

憂
遷
の
跡
を
明
に
し
醇
健
な
る
思
想
ぐ
」
窩
雅
な
る
趣
致
ミ
を
後
來

の
古
駅
に
傳
へ
る
は
現
代
國
民
の
一
大
義
務
で
あ
る
ε
の
見
地
よ
、

（　lzi8　）


